



























































ターギット、三十九歳の誕生日であった。身の危険を感じ 彼女は、その日のうちにチェコスロバキア（当時）のプラハに逃亡、すぐさま夫も息子を連れて とを追った。そ 後、同年十一月にパレスティナに渡り、最終的には一九三八年、ロンドンに移住した。ロンドンでは四半世紀にわ って亡命ドイツ語圏作家ペンクラブ・センターの事務局長をつとめ、数々の報告書や作家 ちの自叙伝を編集・出版するかたわら、文化史研究にも従事し、著作を発表した。そのうちの一つが本書である。
　本書は彼女の後半生におけるベストセラーで、一九五八年に初版 一九六四年には新版が出され、英語、イタリア




た空間軸と、古代エジプトか 現代に至る時間軸に沿って、植物や庭園に秘められた歴史の数々をたどる。花の文化史であると同時に 文化誌でもある。たとえば、皇后ジョゼフィーヌとバラの話は人口に膾炙しているであろうが、バラが中世ヨーロッパの庭で栽培されたのは、その美しさゆえではなく 薬効のためであったという 事実、バラには豊富なビタミンＣが含まれており、古来さまざまな病気の治療に使われてきた。ザンクトガレン修道院設計図の薬草園 記されている十六種類の植物 なかにバラが含まれている も、そのためであろう。 　
　また、スイレンといえば、モネの『睡蓮』を連想するが、古代エジプト人がこよなく愛したこの植物は、十九世紀末







は哲学者・思想家としておなじみだが、彼が埋葬されたエルムノンヴィルの庭は、庭園史の上ではフランス最初の風景式庭園として知られている。この庭の施主はジラルダン侯爵（一七三五～一八〇八）で、ルソーの友人にして後援者であった。彼はルソーの作品に心酔し、自分の子供たち ルソーの『エミール』に従って育てたという あるから、筋金入りのルソー崇拝 といっ よい 最晩年、ルソーはジラ ダン侯爵の庇護を受けてエルムノンヴィルに落ち着き、そこで没した。
　エルムノンヴィルの庭で興味深いのは、侯爵がこの庭をつくる際、フランスの風景画家ユベール・ロベール（一七三
三～一八〇八）の絵画に倣って設計したという点だ。ロベー は画家であると同時に、フランス王室付きの庭園デザイナーでもあった。彼はイタリアで活躍した風景画家ニコラ・プッサンから着想を得て、プッサン 代表作と同じ題名の絵「アルカディアの牧人たち」を残し いる。プッサンは、グランド
･
ツアーでイタリアに出かけた英国貴族に大変人
気のあった画家で、イギリス 風景式庭園もプッサンやクロード・ ランの絵 を模してつく れたことはよく知られていよう。
　エルムノンヴィルの庭をデザインしたロベールがイタリアの風景画家ニコラ・プッサンに心酔し、ロベールの絵画を
訳書紹介『図説 花と庭園の文化史事典』（）
















スハークや「純正同砲団の書簡集」などについ は、シリア学の第一人者であ 高橋英海氏（東京大学）より貴重なご教示を賜った。また 著者の略歴をまとめる あたっては、気鋭のドイツ近現代史家である中野智世さん 成城大学）の惜しみない協力を得ることができた。お二人には感謝の言葉もない。また、原著 引用されている聖書、文 作品、哲学書のなかには、既に複数の邦訳が出されているものもあり、それ については 手許にある限り、参看させていただいた。訳文は適宜改訳してい が、こ 場をお借りして、関係各位に厚く御礼申し上げ 。
（）
　本書の刊行にあたっては、 『プラントハンター東洋を駆ける』 （二〇〇七年刊） 、 『西洋中世ハーブ事典』 （二〇〇九年
刊）同様、このたびも八坂書房編集部の三宅郁子さんに、一方ならずお世話になった。今回の仕事の依頼を受けたのは、二〇一〇年の春のことであったと記憶するが、生来の怠惰と浅学菲才ゆえ 、本書刊行までに数年の歳月が経過してしまった。その間、折にふれて適切な助言を頂戴したうえ、原著にはない絵画、稀覯 、ボタニカル・アートなど貴重な図版を四〇 点も取り揃え、掲載してくださった。心より御礼申し上げた 。もとより、本書に過誤や誤謬があるとすれば、その責任は にかかって訳者に るこ はいうまでもない。読者諸賢のご叱正を乞う。
　最後になるが、訳業中の二〇一二年四月、恩師・小室榮一先生が永眠された。明治・大正・昭和・平成の世を生き、
わが国における中世城郭史研究の礎を築かれた先生の学恩に対し、あら めて深謝の意を表する次第である。今は亡き令夫人・小室郁子様がいれてくださったあたたかいお茶をいた きながら、先生の書斎で過ごした四半世紀の歳月を、わたくしは決して忘れ ことがないであろう。
　　【追記】
 本書は「朝日新聞」 （二〇一四年六月二九日付）全国版「読書欄」で紹介記事を得た。この場をお借りして、関係各位にお礼申し上げる。
